５　老人クラブと高齢者教室
　高齢者の増加に伴い、老人の福祉が重要な社会問題となり、昭和38年7月、老人福祉法が公布されると共に、老人会や老人クラブが結成され、今日では最も大きな団体に成長した。

　泊村においても、昭和39年11月、65歳以上の高齢者をもって組織された老人クラブが各部落に生まれ、ついで昭和40年4月、それらを統合した泊村老人クラブ連合会が結成、会長に長久翁を選んだ。自主的で活発な活動は年とともに盛んとなった。

　主な事業には、

(1) 教養の向上（講演会、研修会、社会見学）

(2) 健康管理（スポーツ大会、保健教室、趣味）

(3) レクリエーション（クリスマスパーティーなど）

(4) 奉仕活動（草刈、雑きん造り、交通安全キャンペーン）

などがある。

　泊村老人クラブ連合会は、8クラブ（支部）から成り、昭和58年現在の会員数457名、会長は、設立以来23年の間に、初代長久翁、2代田中清治、3代河村清太郎、4代田中積と数え、現在に至っている。

　泊村高齢者教室は甲亀山学院ともいい、昭和49年開設、現在会員90名。老人が、その年齢にふさわしい社会的能力を高めるため、学習の広場を通じて積極的に生きがいを見出し、健康で長寿を保ち、更に、社会奉仕の心構えを養うという目的で開設された。対象は満65歳以上の高齢者、月1回程度、年間47時間の学習を行う。学習内容は年度により異なるが、昭和62年度の場合は次のとおりである。
　　○社会見学

　　○健康管理（ボール大会、レクリエーション、健康つくり講演会、歩け歩け大会）

　　○奉仕活動　公共施設の清掃、交通安全キャンペーン

　　○同和問題学習会

　　○趣味・教養活動（焼物教室、茶道、日本画、ちぎり絵、造花、囲碁、将棋、言葉の学習会）
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